
１
万
１
７
３
８
筆
の

請
願
署
名
を
不
採
択
に

昨
年
11
月
、
島
根
県
の
丸

山
知
事
が
子
育
て
支
援
の
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
を
口
実

に
、
小
中
学
校
で
の
少
人
数

学
級
編
制
の
縮
小
の
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
松
江

・
出
雲
の

市
長

・
教
育
委
員
会

・
校
長

会
な
ど
が
反
対
を
表
明
し
ま

し
た
。

保
護
者
や
教
職
員
か
ら
も

反
対
の
声
が
上
が
り
、
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
は
短
期
間

で
４
万
５
０
０
０
筆
の
署
名

を
県

へ
提
出
。
さ
ら
に

『行

き
届
い
た
教
育
を
進
め
る
会
』

が
、
県
議
会
に
対
し
て
１
万

１
７
３
８
筆
の
署
名
を
添
え

て

「少
人
数
学
級
制
度
の
継

続
を
求
め
る
請
願
」
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
。

17
日
の
県
議
会
本
会
議
で

は
、
こ
の
請
願
と
県
知
事
の

「少
人
数
学
級
編
成
を
縮
小

す
る
方
針
」
が
採
決
さ
れ
、

請
願
は
党
県
議
団
の
み
の
賛

成
で
不
採
択
と
さ
れ
、

「方

針
」
は
党
県
議
団
以
外
全
員

の
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

「方
針
」
に
対
し
て
、
党

県
議
団
の
尾
村
利
成
県
議
は

「教
育
現
場
の
意
見
聴
取
や

協
議
も
不
十
分
で
関
係
者
の

ニ
ー
ズ
と
乖
離
し
て
い
る
」

と
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
江
津
市
選
出
の
坪
内

涼
二
県
議
は
、
市
内
で
の
議

会
報
告
会
で

「現
場
の
意
見

は
聞
い
た
が
、
財
源
が
乏
し

い
状
況
」
と
県
知
事
の

「方

針
」
に
賛
同
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
請

願
に
反
対
し

「方
針
」
に
賛

成
し
ま
し
た
。

の
び
の
び
学
べ
る
環
境

ゆ
と
り
あ
る
教
育
現
場

少
人
数
学
級
編
制
を
求
め

る
運
動
は
、
全
国
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
島
根

県
が
実
施
し
て
い
た
少
人
数

学
級
編
制
は
、
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
評
価
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
今
回
、
県
民

の
声
と
運
動
に
よ
り
、
小
学

１
年
生
と
中
学
１
年
生
だ
け

は
、
従
来
の
少
人
数
学
級
が

継
続
さ
れ
ま
す
が
、
の
び
の

び
と
学
べ
る
教
育
環
境

・
ゆ

と
り
あ
る
教
育
現
場
か
ら
は

後
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

丸
山
知
事
は
自
ら
を

「現

場
主
義
」
と
評
し
て
い
ま
す

が
、

一
度
も
学
校
現
場
に
足

を
運
ば
ず
、
保
護
者
や
教
職

員
の
声
を
聞
か
な
い
ま
ま
、

「方
針
」
を
決
定
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

へ

の
教
育
を
疎
か
に
し
て
、
明

る
い
将
来
が
築
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
で

商
業
団
体
が
要
請

安
倍
政
権
が

「新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

対
策
の
基
本
方
針
」
で
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
自
粛
を
要
請
。

市
内
で
も
中
小
企
業
や
自
営

業
者
を
中
心
に
悪
影
響
が
及

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

江
津
民
主
商
工
会
が
３
月
16

日
に
、
江
津
商
工
会
議
所

・

桜
江
商
工
会
が
17
日
に
、
江

津
市
に
対
し
て
支
援
を
求
め

る
要
請
書
を
提
出
。
山
下
市

長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

要
請
を
受
け
、
江
津
市
は

27
日
に
資
金
信
用
保
証
料
補

助
金
交
付
制
度
の
創
設
を
回

答
。
30
日
に
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
制
度
の
詳
細
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

江
津
市
独
自
の

補
助
制
度
を
創
設

こ
の
新
た
な
制
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
経
済

的
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

早
期
の
復
旧
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
市
内
の
中
小
企

業

・
自
営
業
者
が
、
金
融
機

関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
た

場
合
に
、
信
用
保
証
料
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
の
は
、

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
法
人

と
市
内
に
住
所
が
あ
り
市
内

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人

で
す
。
た
だ
し
、
国

・
県

・

市
に
よ
る
同
種
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
場
合
や
市
内
の

事
業
所
を
閉
鎖

・
事
業
を
継

続
し
な
い
場
合
、
市
税
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
は
補
助
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
補
助
さ
れ
る
の
は
、

島
根
県
中
小
企
業
制
度
融
資

要
綱
に
よ
る
融
資
を
受
け
る

際
に
、
島
根
県
信
用
保
証
協

会
に
支
払
っ
た
信
用
保
証
料

で
す

（具
体
的
な
内
容
は
下

表
参
照
）
。

下
表
で
の
上
段
は
島
根
県

が
実
施
し
て
い
る
制
度
で
す

が
、
売
上
高
20
％
以
上
減
少

が
条
件

（セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
４
号
指
定
）
と
な
り

ま
す
。

一
方
、
下
段
の
江
津

市
の
新
制
度
で
は
、
補
助
率

・

限
度
額
は
低
い
も
の
の
、
指

定
さ
れ
て
い
る
５
８
７
業
種

（セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
５
号

指
定
）
に
該
当
す
れ
ば
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
は
６
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
書

に
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
資
金
借
入
証
明

書
▼
信
用
保
証
料
受
入
証
明

書
▼
市
税
の
納
税
証
明
書

（完
納
証
明
）
を
添
え
、
市

へ
提
出
す
れ
ば
補
助
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
観
光
課

（℡
５
２
‐
７

４
９
４
）
ま
で
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

自
営
業
者
に
話
を
聞
く
と
、

市
の
対
応
に
感
謝
し
つ
つ
も
、

「緊
急
の
場
合
な
の
で
、
市

税
の
滞
納
に
つ
い
て
は
緩
和

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。
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日本共産党江津市委員会

電話 ５２－２６３３

F A X ５２－７２４４

ＮＯ．２３９５

２０２０年４月５日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

島
根
県
議
会

県
民
の
願
い
踏
み
に
じ
る

３
月
17
日
、
島
根
県
議
会
で

「少
人
数
学
級
制
度
の
継
続

を
求
め
る
請
願
」
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
賛
成
は

日
本
共
産
党
県
議
団
の
み
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

江
津
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

経
済
的
負
担
軽
減
の
補
助
制
度
を
創
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
市
内
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
が
、
江
津
市
で
は
市
内
企
業
を
対
象
に
、
資
金

信
用
保
証
料
補
助
金
交
付
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対策資金信用保証料補助金交付制度

対象 補助率 限度額 セーフティネット保証の要件

令和２年新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ

感染症対策資金
10/10 30万円

セーフティネット保証

４号指定

一般資金

小規模企業特別資金

経営改善長期借換資金

経営力教化支援資金

１/２ 10万円
セーフティネット保証

４号または５号指定
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お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

31
日

26
日

山

下

千

加

子

焼

杉

久

子

（67
）

（93
）

江

津

町

嘉

久

志

町

江津市役所
〒６９５‐８５０１

島根県江津市江津町１５２５番地

ＴＥＬ０８５５‐５２‐２５０１

ＦＡＸ０８５５‐５２‐１３８０

2020年度 江津市役所 配置表
市長：山下 修 副市長：藤田 裕 教育長：小笠原 隆

部 課 課長 課長補佐等 係名 係長等

顧問 村上郁夫 ‣釜瀬隆司

危機管理監 佐々木章夫

総
務
部
門

参事 﨑間茂理

政策企画

横田龍二 国沢精一 政策企画 (国沢精一)

‣冨金原昭久 [無川未来也] 情報政策 中村聖

藤井祥代 統計管理 (藤井祥代)

‣大畑祐三

総務

(佐々木章夫) 秘書 春木浩二

‣西本弘 行政 河野宏光

防災 田中悌弘

広聴広報 松島康訓

財政 溝田ともえ 田中康則 財政 森脇淳

人事 池田章 ‣林徹 人事給与 早弓智博

管財

赤松勝隆 入江隆 管財入札 (入江隆)

(‣﨑間茂理) 用地 小松健

田平弘基 地籍調査 (田平弘基)

民
生
部
門

参事 室章典

社会福祉
小川英昭 勝部美代 地域福祉 永井義人

小林剛 生活支援 (小林剛)

子育て支援
中川稔 安江順子 子育て支援 笹木名穂子

藤岡美津子 保育 上本恭子

健康医療対策
(室章典) 島津進 地域医療対策 (室章典)

坂越順子 健康増進 (島津進)

高齢者障がい

障がい者福祉

大石勤 佐々木留美 高齢者福祉 千代延明

平田佐智子 障がい者福祉 田中俊之

地域包括

支援ｾﾝﾀｰ

(村上郁夫) 小田みゆき 包括支援 猪木迫聡

市
民
部
門

参事 小瀧陽夫

市民生活

(小瀧陽夫) 市民 横田幸正

大賀千晶 生活環境 (大賀千晶)

施設管理 和田雄二

保険年金
石山景三 坂根隆行 国民健康保険 湯浅桂子

医療年金 西本由香里

税務

湯淺国史 ‣河平徹 収納 小林真介

佐々木理栄 市民税 (佐々木理栄)

山田裕司 固定資産税 三浦修

人権啓発

センター

井上康祐 人権同和啓発 (佐々木睦美)

男女共同参画推進 (佐々木睦美)

部 課 課長 課長補佐等 係名 係長等

経
済
部
門

参事 三木和彦

農林水産

土崎一雄 山本国義
農政 (山本国義)

津島正彦

小林峰登
農業振興 (小林峰登)

清水保

森脇龍一郎 林業水産 (森脇龍一郎)

商工観光

(三木和彦) 藤岡薫 商工振興 (藤岡薫)

観光振興 大地本江美

企業立地 焼杉尚生

地域振興
中川哉 壱岐政和 地域振興 (壱岐政和)

定住促進 植田紘司

建
設
部
門

参事 宗近成泰

建設政策

山本雅夫 井上俊哉 国県事業推進 (井上俊哉)

‣脇田守康 佐々木久 建設企画 (佐々木久)

森岡和生 技術管理 (脇田守康)

庁舎建設 (森岡和生)

土木建設

石原公司 松田徹 施設管理 浅田喜久

(‣宗近成泰) 維持工務 (石原公司)

建設工務 (松田徹)

建築住宅

佐々木克 住宅 森脇史子

指導 (佐々木克)

建築 藤田智

上
下
水
道
部
門

参事 坂根広晃

水道

牛尾一成 坂越清治 業務 千原可苗

(‣坂根広晃) 山中祐二 建設 武田雄喜

平川哲生 施設管理 (平川哲生)

下水道
縄江正彦 湯淺泰男 管理 坂根雅司

建設 長岡和哉

桜江支所 平田和久 総務 湯浅利彦

会計 村上直子 志波功 会計 (志波功)

議会事務局
大屋功 和田光信 庶務調査 高木孝子

議事 (和田光信)

教
育
委
員
会

参事 竹内修二

学校
(竹内修二) 大賀昌紀 管理 山根誠喜

学事 石田あかね

社会
河野裕光 社会教育 (河野裕光)

文化ｽﾎﾟｰﾂ振興 盆子原奉成

人権同和教育 (井上康祐) 人権同和教育 佐々木睦美

選管 (土田雅彦) 選挙 梅木茂雄

監査 土田雅彦 永井隆博 監査 (永井隆博)

公平 (土田雅彦) (永井隆博)

固定 (土田雅彦) (永井隆博)

農委 (土崎一雄) 高井誠 農地 (高井誠)

施設名 施設の長

渡津保育所 佐々木文子

谷住郷保育所 森千鶴


